
 

国土強靱化 民間の取組事例 401  顧客の生活を支える 

顧客を守る！ ▶顧客の生活を支える 12 レジリエンスに特化した商品やサービスをつくる 

401 早期避難を支援するための土砂災害予兆感知システムの開発 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

日本電気株式会社 
【平成 29年】 

7010401022916 その他事業者 
【情報通信業】 

東京都 

 平成28年 6月、日本電気株式会社は、土砂崩れの危険性を

リアルタイムに確認できる  土砂災害予兆検知システム」を

開発した。予め土中に設置したセンサーから取得する水分量

データを活用することで、従来のシステムでは発生直後でし

か把握できなかった、土砂災害の予兆検知を可能とした。 

 土砂災害を防ぐための既存技術としては、ワイヤーセンサー

や傾斜計  棒状の計測器）が挙げられる。しかし、土砂崩れ

によりワイヤーが切れる、もしくは傾斜計が傾くことで、初

めて土砂災害発生を検知できる技術であるため、避難のため

の時間が十分に取れないという課題があった。そこで同社

は、土砂災害を防ぐための一助として、同システムの開発に

着手した。 

 平成26年度には実験施設内にて人工斜面の崩壊実験を 10回以上実施し、同システムで崩壊直前と

判定した30分から１時間後には、実際に崩壊したことを確認するまでに至った。 

 

▲検証拠点の1つである島根県
津和野町での実証実験の様子 


